
人数 2020年との差

2020年 7,406 ―

2030年 6,875 ▲531

2040年 5,978 ▲1,428

2050年 5,276 ▲2,130

2060年 4,793 ▲2,613

2065年 4,529 ▲2,877

14歳以下 15-64歳 65歳以上

2020年 12.0 59.1 28.9

2030年 11.1 57.7 31.2

2040年 10.8 53.9 35.3

2050年 10.6 51.8 37.7

2060年 10.2 51.6 38.1

2065年 10.2 51.4 38.4

人口減少と少子高齢化

○ 生産年齢人口（15-64歳）は2065年に約4,500万人となる見通し（2020年と比べ約2,900万人の減少）。
○ 2065年には、老年人口（65歳以上）の割合が約４割に高まる一方、生産年齢人口の割合は約５割に低下する見通し。

生産年齢人口（15-64歳）（万人）

年齢区分別人口数の割合（％）
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（出所）総務省「国勢調査」、「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年1月推計）：出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口）
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働き方やライフコースの多様化①

○ 平成の時代に、雇用者が緩やかに増加する中、そのペースを上回り非正規雇用者が増加。
2009年～2019年の非正規雇用者数の増加（+438万人）は、女性や高齢者の就業拡大が主な要因。
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（出所）「労働力調査特別調査」（～2001年）、「労働力調査（詳細集計）」 （2002年～）
（注１）「労働力調査特別調査」は各年2月の調査結果。「労働力調査（詳細集計）」は年平均値。両者は、調査方法、調査月などが相違することから、時系列比較には注意を要する。
（注２）2011年の数値は補完推計値を使用。
（注３）「非正規従業員」について、2008年以前の数値は「パート・アルバイト」、「労働者派遣事業所の派遣社員」、「契約社員・嘱託」及び「その他」の合計。2009年以降は「非正規従業
員」として、新たに集計した数値。
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非正規雇用増加の
要因分析（2009→2019年）

【＋438万人】
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